
政
令
第
三
百
号

復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
復
興
庁

設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
七
条
第
四
項
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
第
一
項
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十

五
号
）
第
七
条
第
四
項
第
一
号
、
第
十
七
条
の
十
九
第
二
項
第
一
号
ロ
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
七
条
の
二

十
六
並
び
に
特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
百
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
復
興
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
復
興
局
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
）

第
四
条

復
興
局
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。



名

称

位

置

管

轄

区

域

岩
手
復
興
局

釜
石
市

岩
手
県

宮
城
復
興
局

石
巻
市

宮
城
県

福
島
復
興
局

福
島
市

福
島
県

附
則
第
七
条
第
三
項
中
「
五

警
察
庁
」
を
「
十

警
察
庁
」
に
、
「
五
の
二
」
を
「
十
の
二
」
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
第
六
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
取
組
を
重
点
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
）

第
二
条

法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

一

岩
手
県
の
区
域
の
う
ち
、
宮
古
市
、
大
船
渡
市
、
久
慈
市
、
陸
前
高
田
市
、
釜
石
市
、
上
閉
伊
郡
大
槌
町
、
下
閉
伊

郡
山
田
町
、
同
郡
岩
泉
町
、
同
郡
田
野
畑
村
、
同
郡
普
代
村
、
九
戸
郡
野
田
村
及
び
同
郡
洋
野
町
の
区
域



二

宮
城
県
の
区
域
の
う
ち
、
仙
台
市
、
石
巻
市
、
塩
竈
市
、
気
仙
沼
市
、
名
取
市
、
多
賀
城
市
、
岩
沼
市
、
東
松
島
市

、
亘
理
郡
亘
理
町
、
同
郡
山
元
町
、
宮
城
郡
松
島
町
、
同
郡
七
ヶ
浜
町
、
同
郡
利
府
町
、
牡
鹿
郡
女
川
町
及
び
本
吉
郡

南
三
陸
町
の
区
域

三

福
島
県
の
全
て
の
市
町
村
の
区
域

第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状
況
を
勘
案
し
て
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
区
域
）

第
五
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

一

第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
区
域

二

第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
、
仙
台
市
青
葉
区
、
太
白
区
及
び
泉
区
の
区
域
を
除
い
た
区
域

三

福
島
県
の
区
域
の
う
ち
、
い
わ
き
市
、
相
馬
市
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
伊
達
郡
川
俣
町
、
双
葉
郡
広
野
町
、
同
郡

楢
葉
町
、
同
郡
富
岡
町
、
同
郡
川
内
村
、
同
郡
大
熊
町
、
同
郡
双
葉
町
、
同
郡
浪
江
町
、
同
郡
葛
尾
村
、
相
馬
郡
新
地



町
及
び
同
郡
飯
舘
村
の
区
域

別
表
を
削
る
。

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
八
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
、
「
第

六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
、
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十

四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「

第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十

三
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
四
条

」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
四
十
二
条
を
第
四
十
六
条
と
し
、
第
四
十
一
条
を
第
四
十

五
条
と
す
る
。

第
四
十
条
第
一
号
中
「
第
四
十
二
条
」
を
「
第
四
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
第
八
十
五
条
」
を
「
第
八
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
十
三
条
」
を
「
第
八
十



一
条
」
に
、
「
認
定
重
点
推
進
計
画
」
を
「
認
定
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
、
「
第
八
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
七

項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
産
業
復
興
再
生
計
画
」
を
「
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
二
条
と
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
産
業
復
興
再
生
計
画
」
を
「
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
、
「
第
六
十
一
条
第
二
項
第
三
号
ロ
」

を
「
第
七
条
第
五
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
産
業
復
興
再
生
計
画
」
を
「
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
産
業
復
興
再
生
計
画
（
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
復
興
再
生
計
画
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
」
を
「
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
、
「
第
六
十
一
条
第
二
項
第
三
号
イ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
一
号
イ
」
に

改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
中
「
帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人
」
を
「
帰
還
・
移
住
等
環
境
整
備
推
進
法
人
」
に
改
め
、
同
条
を

第
三
十
八
条
と
し
、
第
三
十
三
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
号
中
「
次
号
及
び
第
四
十
一
条
」
を
「
次
号
及
び
第
四
十
五
条
」
に
、
「
第
四
十
一
条
第
一
号
」
を
「

第
四
十
五
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。



第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
七
条
」
に
、
「
第
四
十
条
第
一
号
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
五
条
と
し
、
第
三
十
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
を
四
条
ず
つ

繰
り
下
げ
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
」
に
、
「
第
十
五
条
第
二
項
」

を
「
第
十
六
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
七
条
中
」
を
「
第
十
八
条
中
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に

次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
に
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
者
か
ら
除
か
れ
る
者
）

第
二
十
八
条

法
第
十
七
条
の
十
九
第
二
項
第
一
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
農
地
所
有
適
格
法
人
に
賃
借
権
の

設
定
等
を
行
う
た
め
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
当
該
農
地
所
有
適
格
法
人
の
組
合
員
、
社
員
又
は
株
主

二

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
が
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
附

則
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
よ
っ
て
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
独
立
行

政
法
人
農
業
者
年
金
基
金



三

地
方
公
共
団
体
が
対
象
土
地
（
法
第
十
七
条
の
十
九
第
二
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
土
地
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
公
用
又
は
公
共
用
（
農
業
上
の
利
用
を
目
的
と
す
る
用
途
に
限
る
。
）
に
供
す
る
た
め

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
地
方
公
共
団
体

四

農
地
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
法
人
が
対
象
土
地

を
同
号
に
規
定
す
る
施
設
の
用
に
供
す
る
た
め
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
法
人

五

農
地
法
施
行
令
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
が
対
象
土
地
を
同
号
に
規

定
す
る
施
設
の
用
に
供
す
る
た
め
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法

人
六

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

（
賃
借
権
の
設
定
等
に
関
す
る
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
場
合
）

第
二
十
九
条

法
第
十
七
条
の
十
九
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で

に
規
定
す
る
場
合
（
同
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
た
後
に

お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
対
象
土
地
の
利
用
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
を
備
え
る
こ
と
と
な
る
と



き
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

農
用
地
（
開
発
し
て
農
用
地
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地
を
開
発
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
開
発
後
の
農
用
地
を
含

む
。
）

法
第
十
七
条
の
十
九
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
要
件

二

木
竹
の
生
育
に
供
さ
れ
、
併
せ
て
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
の
た
め
の
採
草
又
は
家
畜
の
放
牧
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土

地

そ
の
土
地
を
効
率
的
に
利
用
し
て
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

農
業
用
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
開
発
し
て
農
業
用
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地

を
開
発
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
開
発
後
の
農
業
用
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
を
含
む
。
）

そ
の
土
地
を
効
率
的

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
不
確
知
共
有
者
の
探
索
の
方
法
）

第
三
十
条

法
第
十
七
条
の
二
十
六
の
政
令
で
定
め
る
方
法
は
、
共
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て
共
有
持
分
を
有
す
る
者
の
氏

名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所
そ
の
他
の
不
確
知
共
有
者
を
確
知
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
不
確
知
共
有
者
関
連
情
報
」
と
い
う
。
）
を
取
得
す
る
た
め
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
方
法
と
す
る
。

一

当
該
共
有
者
不
明
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
。



二

当
該
共
有
者
不
明
土
地
を
現
に
占
有
す
る
者
そ
の
他
の
当
該
共
有
者
不
明
土
地
に
係
る
不
確
知
共
有
者
関
連
情
報
を

保
有
す
る
と
思
料
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
当
該
不
確
知
共
有
者
関
連
情
報
の
提

供
を
求
め
る
こ
と
。

三

第
一
号
の
登
記
事
項
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
権
の
登
記
名
義
人
又
は
表
題
部
所
有
者
そ
の
他
の
前
二
号
の

措
置
に
よ
り
判
明
し
た
当
該
共
有
者
不
明
土
地
の
共
有
持
分
を
有
す
る
者
と
思
料
さ
れ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
登
記
名
義
人
等
」
と
い
う
。
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
又
は
法
人
の
登
記
簿
を
備
え
る
と
思
料
さ
れ
る

市
町
村
の
長
又
は
登
記
所
の
登
記
官
に
対
し
、
当
該
登
記
名
義
人
等
に
係
る
不
確
知
共
有
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め

る
こ
と
。

四

登
記
名
義
人
等
が
死
亡
し
、
又
は
解
散
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
登
記
名
義
人
等
又
は
そ
の
相
続
人
、
合
併
後
存
続
し
、
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
そ
の

他
の
当
該
共
有
者
不
明
土
地
の
共
有
持
分
を
有
す
る
者
と
思
料
さ
れ
る
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
戸
籍
簿
若
し
く
は
除
籍

簿
若
し
く
は
戸
籍
の
附
票
又
は
法
人
の
登
記
簿
を
備
え
る
と
思
料
さ
れ
る
市
町
村
の
長
又
は
登
記
所
の
登
記
官
そ
の
他

の
当
該
共
有
者
不
明
土
地
に
係
る
不
確
知
共
有
者
関
連
情
報
を
保
有
す
る
と
思
料
さ
れ
る
者
に
対
し
、
当
該
不
確
知
共



有
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
。

五

登
記
名
義
人
等
及
び
前
二
号
の
措
置
に
よ
り
判
明
し
た
当
該
共
有
者
不
明
土
地
の
共
有
持
分
を
有
す
る
者
と
思
料
さ

れ
る
者
に
対
し
て
、
当
該
共
有
者
不
明
土
地
の
共
有
持
分
を
有
す
る
者
を
特
定
す
る
た
め
の
書
面
の
送
付
そ
の
他
の
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
措
置
を
と
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
中
「
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
」
を
「
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
」
に
、
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十

四
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
四
条
中
」
を
「
第
十
五
条
中
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
」
を
「
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
」
に
、
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「

第
十
一
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
二
条
中
」
を
「
第
十
三
条
中
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
八
条
及
び
第
九
条
」
を
「
第
九
条
及
び
第
十
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」

に
、
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
六
条
及
び
第
七
条
」
を
「
第
七
条
及
び
第
八
条
」
に
、
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」

に
、
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。



第
二
十
条
中
「
第
三
条
及
び
第
四
条
」
を
「
第
四
条
及
び
第
五
条
」
に
、
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
二
項
」
に

、
「
第
四
条
中
」
を
「
第
五
条
中
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
二
条
の
」
を
「
第
三
条
の
」
に
、
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二

十
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
一
条
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
四
条

か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四

条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
二
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
一
条
の
見
出
し
中
「
避
難
解
除
等
区
域
復
興
再
生
計
画
」
を
「
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
改
め
、
同
条
中
「
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
、
「
避
難
解
除
等
区
域
復
興
再
生
計
画
」
を
「
福
島
復
興
再

生
計
画
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
福
島
農
林
水
産
業
振
興
施
設
）

第
一
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
四
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
主



と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
施
設
と
す
る
。

一

法
第
七
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
実
施
区
域
に
お
い
て
農
林
水
産
物
を
生
産
す
る
事
業

二

福
島
農
林
水
産
物
（
前
号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
を
加
工
す
る
事
業

三

福
島
農
林
水
産
物
又
は
そ
の
加
工
品
を
販
売
す
る
事
業

四

福
島
農
林
水
産
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
事
業

五

福
島
農
林
水
産
物
に
由
来
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
電
気
に
変
換
す
る
事
業

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
六
号
中
「
第
八
十
三
条
」
を
「
第
八
十
六
条
」
に
、
「
認
定
重
点
推
進
計
画
に
」
を
「
認
定
福
島
復
興
再
生
計

画
に
」
に
、
「
第
八
十
一
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
七
条
第
六
項
」
に
、
「
認
定
重
点
推
進
計
画
の
」
を
「
認
定
福
島
復

興
再
生
計
画
に
期
間
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
」
に
改
め
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
五
条

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
国
際
博
覧
会
推
進
本
部
が
置
か
れ
て
い
る
」
を
「
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
推
進
本
部
」
を
「
国
際
博
覧
会
推

進
本
部
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
」
を
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
推
進
本
部
が
置
か
れ
て
い
る
」
に
改
め
る
。

（
復
興
庁
設
置
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
事
業
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

復
興
庁
設
置
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
事
業
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
次
条
第
三
十
号
」
を
「
次
条
第
二
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十

五
号
中
「
第
八
号
又
は
第
十
一
号
」
を
「
第
七
号
又
は
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
中
第
十
六

号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
十
九
号
中
「
第
十
一
号
」
を



「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
二
十
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
十
九
号
と
し
、
同
条
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
同
条
第
二
十
三
号
中

「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
二
号
と
し
、
同
条
第
二
十
四
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
三
号
と
し
、
同
条
第
二
十
五
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
二
十
四
号
と
し
、
同
条
第
二
十
六
号
中
「
第
十
一
号
又
は
第
二
十
四
号
」
を
「
第
十
号
又
は
第
二
十
三
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
二
十
五
号
と
し
、
同
条
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号

及
び
附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
、
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業
計
画
に
関

(27)

す
る
こ
と
、
同
法
第
七
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
こ
と
」
を
削
り
、
「
復
興
推
進
事

業
、
」
を
「
復
興
推
進
事
業
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業
等
」
を
削

る
。



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
復
興
庁
組
織
令
附
則
第
七
条
第
三
項
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

特
許
法
第
百
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
若
し
く
は
そ
の
納
付
の
猶
予
若
し
く
は
同

法
第
百
九
十
五
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
る
出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
又
は
特
許
協
力
条
約
に
基

づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
国
際
出
願
に
係
る
手

数
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法
施
行
令
第
十
条
（
第
六
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一
条
に
規
定
す
る
期
間
、
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
申
請
日
に
お
い
て
、
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
日
に
お
い
て
、
復
興
庁
設
置

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
」
と
す
る
。





理

由

復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
復
興
庁
組
織
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


